
ＨＤＤはもう古い？これからはＳＳＤの時代？

　　　　　　　　　　　ＨＤＤ(ハードディスク・ドライブ)・・・パソコンをお使いの方ならご存知だと思います。現在、このＨＤＤに代わってＳＳＤな

るものが今後の主流になりつつあると言われています。皆様も気付かぬうちにＳＳＤ搭載のＰＣを使っているかもしれませんよ。

ＳＳＤとはどんなものなのか？何がＨＤＤより良いのか？今回はこのＳＳＤについてご紹介いたします。

そろそ
ろ

ＳＳＤ
かな？
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ＳＳＤってどんなもの？

ＳＳＤはこんな方におすすめ！

　　　　　　　私は５年ほど前にノートＰＣのＨＤＤをＳＳＤに換装しました。

　　　　　　　２５６ＧＢで２万円以上した記憶があります。Ｗｉｎｄｏｗｓと

　　　　　　　ＯｆｆｉｃｅはＳＳＤにインストールして、音楽や動画のデータ

はすべて外付けＨＤＤに移動して使っています。やっぱりＳＳＤにして

からは、Ｗｉｎｄｏｗｓの起動やソフトの起動は速いですよ。

ＳＳＤ (ソリッド・ステート・ドライブ)とは、フラッシュメモリを利用した記憶装置のことです。

現在では多くのパソコン（特にノートＰＣ）、スマートフォン、タブレットにこの技術が使われており、

今後の記憶装置の主流になると考えられています。

簡単に言えば「ＵＳＢＵＳＢＵＳＢＵＳＢメモリメモリメモリメモリをををを大容量化大容量化大容量化大容量化、、、、高速化高速化高速化高速化しししし、ＨＤＤ、ＨＤＤ、ＨＤＤ、ＨＤＤとととと同同同同じじじじ扱扱扱扱いができるようにしたものいができるようにしたものいができるようにしたものいができるようにしたもの」と

考えてください。そしてＳＳＤの最大の特徴を一言で表すと「速い」。これに尽きます。

ディスクを回転させて磁気ヘッドを移動させて目的のデータにアクセスするＨＤＤはどうしても

タイムロスが発生しますが、機械的な駆動部分が無いＳＳＤにはそれがありません。直接データにアクセスするのでＨＤＤより高速になります。

開発室から

ＳＳＤのメリットってなに？

1.「とにかく速い」

　データへのアクセスはもちろん、データの読み書きもＨＤＤに比べるとはるかに高速です。

　ＰＣの起動では、ＨＤＤの約2.5倍。エクセルの起動に至ってはＨＤＤの約10倍の時短も可能と

　言われています。ＰＣの高速・高性能化を図るにはピッタリですね。

2.衝撃・振動に強い

　ディスクを回転させがら読み書きを行うＨＤＤと違い、機械的に稼働する部品はないので、

　衝撃・振動にも強く、その耐久性はＨＤＤに比べると25倍といわれています。

3.省電力

　右図では約３分の１程度の省エネとありますが、他の調査では消費電力が40分の１に収まっ

　た事例もあります。多くのＰＣを使用する場合を考えるれば、コストカットにも役立ちますよね。

4.静か

　機械の駆動部分がないために、ＨＤＤに比べるとはるかに静かです。

5.軽い

　ＨＤＤに比べると軽いので、ノートＰＣを更に軽くしたい場合などには最適です。

ＳＳＤの良いところばかり紹介しましたが、悪いところはないのでしょうか？実はまだＨＤＤの方がリードしている部分もあります。

1.容量単価が高い

　同容量のHDDと比較するとまだまだ割高です。例えばノートＰＣ用の５００ＧＢのＨＤＤとＳＳＤでは

　約３倍の価格差があり、大容量になればなるほど価格差も大きくなります。

2.大容量化が難しい

　ＳＳＤの主流は500GB以下のものが多く、技術的な問題なのか1TBを超えるものなどはかなり高価です。

　ただし、その価格差も年々小さくなっており将来的にはお手頃な価格になるでしょうが・・・

3.ＨＤＤより寿命が短い？

　フラッシュメモリチップを使用しているので、経年劣化によって、データが失われる可能性があると言われています。

　書き換え回数の制限もありますが、5～10万回の書き換えとのことですので、コチラはあまり関係ないと思われます。

　データの読み書きを制御するコントローラーチップの寿命がＳＳＤの寿命のようですね。

ＨＤＤ ＳＳＤ

ＳＳＤのデメリット

■ＰＣの動作の遅さに不満を持っている方

ＳＳＤ搭載のＰＣは、起動から動作に至るまでがスマホのように非常

にスムーズです。一度体感すると違いにビックリされると思いますよ。

■ノートＰＣを頻繁に使われる方

軽量かつ振動に強いのでノートＰＣに最適です。また、省電力効果で

ＨＤＤにくらべバッテリ稼働時間も長くなりますよ。

ＳＳＤは容量が少ないことが多いため、大量のデータを保存するには

向いていません。ＳＳＤ以外に外付けＨＤＤやサーバの共有フォルダ

等のデータ保存スペースがある環境であれば、非常に効率的なＰＣ

活用が可能です。

２０１５年出荷ノートＰＣの約25％はすでにＳＳＤが搭載

されています【テクノ・システム・リサーチデータより】

今後もＳＳＤシェアは伸び続けると予想されますので

ＰＣ購入検討の際には前向きに考えてみませんか？

最近のＳＳＤは・・・

ＳＳＤのデメリットで、「ＨＤＤより寿命が短い？」とご紹介しましたが、

最近のＳＳＤの寿命は、通常使用では全く問題の無いことが実験結果

として２０１５年に公開されています。

１年半にも渡りＳＳＤが壊れるまでデータを書込む耐久テストを行った

ところ、最初に壊れたＳＳＤでも７００ＴＢの書き換えができたそうです。

７００ＴＢといえば、毎日１００ＧＢのデータを書き換えても７０００００Ｇ

Ｂ÷１００ＧＢ＝７０００日（≒１９年）壊れなかったということになります。

最後まで稼動していたＳＳＤにいたっては、５０年以上も使える計算に

なるそうです。ＳＳＤの技術の進歩のおかげですね。

といっても全く壊れないわけではありません。いくらデータを格納す

るメモリチップが大丈夫でもデータの書込みを制御するコントローラ

チップが壊れたら、ＳＳＤは動かなくなります。また、そのようなこと

はある日突然起こるものです。どれだけ性能が良くなっても日頃の

バックアップは必要です。

データを保存する
メモリチップ

データの読み書きを制御
するコントローラーチップ

図は、http://www.applied.ne.jp/solution/sol_60.html
「アプライド」より抜粋


